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事業概要
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発電・社会インフラ

太陽光

産業インフラ

直流変電 鉄鋼ﾌﾟﾗﾝﾄＩＤＣ ﾓｰｼｮﾝ･ＦＡ風力 輸送

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ表示器 ＥＶシステム

小型/ＳＷ電源
高圧インバータ

小型回転機

中大型回転機

直流電源
システム

（DC-UPS）

パワ－半導体

盤

プラント商材

物流

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ機種

事業概要

ＳｉＣ
第７世代

ＩＧＢＴ

モーションＦＡ

電磁開閉器 配線用遮断器

低圧インバータ

コントローラ

サーボシステム

無停電電源装置(UPS）

パワーコンディショナ（PCS）
（国内ｼｪｱﾄｯﾌﾟｸﾗｽ*）

（国内ｼｪｱﾄｯﾌﾟｸﾗｽ*）

（国内ｼｪｱ2位*）

（国内ｼｪｱ2位*）

（国内ｼｪｱ1位*） （国内ｼｪｱ2位*）
真空遮断器

パワエレ機器
青文字：ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、緑字：ﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ、紫文字：器具

*シェアは2015年度実績。当社調べ
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2015年度中期経営計画振り返り
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1,269 1,371 

495 
658 

742 810

375
551

675

721

2015年度中期経営計画振り返り

6

2015年度
実績

2012年度
実績

2012年度
実績

2015年度
実績

サブセグメント別売上高（億円） 営業利益・営業利益率（億円）

2012年度
実績

2015年度
実績

国内・海外売上高（億円）

※2012年度実績は、2015年度までの事業組替を反映し表示しています。

1.1%

3.8%

器具

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

国内

海外

1,764

2,030

1,764

2,030

20

78

ﾊﾟﾜｰ
ｻﾌﾟﾗｲ

海外
比率

28%
32%

+266

+46

+176

+68

増減

+266

+163

+102

増減

+58
増減

連結調整 -29 -53-29 -53

全サブセグメントで増収を達成、売上高115%/営業利益4倍
営業利益率の低迷
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2015年度中期経営計画振り返り

利益体質への変革
グローバル市場に適応した新製品の創出

 構造改革
・固定費の圧縮、Ｐｒｏ-７活動による体質強化

 グローバル体制の構築

・Ｍ＆Ａ/協業による事業拡大

中国/上海電気ＪＶ、アジア/富士ＳＭＢＥ社

・地産地消

タイ工場稼働による「日本・中国・タイ３拠点体制」の確立

 プラント商材（中大型回転機/高圧ｲﾝﾊﾞｰﾀ/ＰＣＳ/盤）の見える化
・コスト/納期/品質の見える化

 構造改革から事業拡大へ

 課題
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2018年度中期経営計画
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中期経営計画の基本方針

9

 営業利益率７％の達成

利益体質の強化

グローバル事業の拡大

 Ｍ＆Ａ・協業の成果刈取り

 市場競争力のある新製品開発・市場投入

 新規分野への拡大
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882 1,021 

551 
565 

721 
796 

事業計画

10

94

163

1,427 1,523 

663 
812 

2015年度
実績

（組替後*）

2018年度
中期経営計画

サブセグメント別売上高（億円） 営業利益・営業利益率（億円）国内・海外売上高（億円）

4.5%

7.0%

ﾊﾟﾜｰ
ｻﾌﾟﾗｲ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

国内

海外

2,090
2,334

2015年度
実績

（組替後*）

2018年度
中期経営計画

2015年度
実績

（組替後*）

2018年度
中期経営計画

＋139

+75

+96

+149

器具

＋14

2,090
2,334

※2015年度実績は、2016年度における事業組替を反映し表示しています。

組替内容：コントローラの所管変更（産業計測機器→パワエレ機器）

+244
増減

+244
増減

-64 -48-64 -48

+69
増減

連結調整

海外
比率

32%

35%
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ドライブ・パワーサプライ

11©2016 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.
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地域 CAGR
（15-18年）

成長が期待できる分野

国内 103% ・ ファン・ポンプ業種を中心に緩やかな伸長

海外

中国 100% ・ 自動化ニーズによりモーション市場は好調維持

アジア 106% ・ 空調、エレベータを中心に伸長

欧州 104% ・ 回復基調継続を見込む

米州 104% ・ 伸長継続を見込む

 国内： 堅調な伸長を見込む
 中国： 足元停滞、空調・ｴﾚﾍﾞｰﾀを中心に回復遅れ
 アジア： 中国市況の低迷影響はあるが、インフラ投資を中心に成長
 欧州・米州： 原油安等によりオイル＆ガス分野等では不透明感が残る

ドライブ 市場動向 （インバータ）

（CAGR・市場規模は各種予測機関算出値から当社想定）
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地域 CAGR
（16-18年） 成長が期待できる分野

国内 101% ・ IDCの開設堅調
・ IoT関連需要に期待

海外

中国 103% ・ ＩＤＣ、インフラ投資

アジア 103% ・ インフラ投資の加速
・ ＩＴ投資も好調

北米 102% ・ 世界最大市場

・ クラウド系IDCを中心に中規模IDCは堅調

 国内： 製造業の更新需要は鈍化
 北米： 大規模ＩＤＣの投資には慎重
 アジア： 中国市況の低迷影響はあるが、インフラ投資加速

パワーサプライ 市場動向 （ＵＰＳ）

（CAGR・市場規模は各種予測機関算出値から当社想定）
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 モーション・ＦＡ事業の拡大
 コンポーネントサービス事業の拡大
 新規事業の立上げ（ＥＶシステム/直流電源システム）

 徹底的な標準化によるコストダウン

国内マザー拠点の強化

 Ｍ＆Ａ、協業強化によるグローバル事業の拡大

新規分野への拡大

市場競争力のある新製品開発・市場投入
 グローバルマーケテｲングの強化
 標準化プラットフォームによる早期開発・市場投入

 アジア/システム事業の拡大（富士SMBE社、富士Gemco社）
 北米/鉄道事業の拡大（富士SEMEC社）

ドライブ・パワーサプライ 重点施策
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米州
・鉄道：富士ＳＥＭＥＣ社
・ＵＰＳ：新製品投入

中国
・モーション・ＦＡへのパワーシフト
・ドライブ：上海電気ＪＶ

アジア
・ドライブ：富士ＳＭＢＥ社/富士Ｇｅｍｃｏ社/富士ＣＡＣ社
・システム盤：富士ＳＭＢＥ社

15

アジア

グローバル事業の拡大

欧州
・インバータ・サーボ：協業

 Ｍ＆Ａ・協業の強化と成果の刈取り
アジア：システム事業の拡大
北米 ：鉄道、ＵＰＳの事業拡大

欧州

中国

米州

125 155

2015年 2018年
255

300

2015年 2018年

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

ﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

ﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ

55 65

2015年 2018年

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

ﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ

45 

85 

2015年 2018年

鉄道

ＵＰＳ

他ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

売上高（億円）

2015年度 2018年度

2015年度 2018年度

2015年度 2018年度

2015年度 2018年度
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大連工場(回転機）

・低/高圧インバータ

2013～

2015～

・インバータ

2016～

2016～

China
ThailandIndia

USA

USA

2016～
Japan

China

Singapore

2015～

：主幹生産拠点

：エリア生産拠点

Germany
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グローバル事業の拡大／地産地消体制の強化

（富士電機ﾖｰﾛｯﾊﾟ社)

・インバータ

（富士電機ｲﾝﾄﾞ社) （FMT/タイ工場)

・インバータ/電源

（富士SMBE社)

（富士電機ｱﾒﾘｶ社)

・配電盤

・インバータ＋盤
・鉄道車両用電機品

（富士SEMEC社）

・鉄道車両用ドア

・コンポーネント

（鈴鹿工場）

Japan
（神戸工場）

・システム

グローバル全域でのコンポーネント・システム生産体制を強化
（海外生産比率36％）

（大連工場）

（無錫工場）

・回転機

富士CAC社

ベトナム

富士Gemco社

インド
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富士電機タイ社

富士Tusco社
（タイ）

富士Gemco社
（インド）

富士電機ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ社

富士CAC社
（ベトナム）

盤の生産開始

グローバル事業の拡大／アジア

盤

インバータ
ノックダウン生産開始

★販売拠点

★

★

システム事業の拡大に貢献するコンポーネント製品の供給

 各市場にマッチしたドライブ商材の市場投入

 地産地消の拡大 （アジア）タイ工場 （インド）富士電機インド社

生産拠点

エンジニアリング拠点

M&A

M&A

M&A

富士SMBE社
（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾏﾚｰｼｱ、豪州）

配電盤

共同開発／機種拡大

タイ工場

（FMT）

M&A

インバータ

富士電機インド社

コントローラ
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富士電機アメリカ社★

生産拠点

富士電機アメリカ社
バージニア工場

鉄道電機品

グローバル事業の拡大／北米

富士電機アメリカ社
（フリーモント）

★

富士電機アメリカ社
ニューヨーク工場

（富士ＳＥＭＥＣ社）
鉄道電機品

M&A

販売拠点★

 スペックイン営業活動～生産までの現地化の構築
富士ＳＥＭＥＣ社/ニューヨーク工場での一貫生産

 ＳｉＣ適用商品をターゲット案件に投入

徹底したﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化による開発効率化とコストダウン

 商品企画の深掘り（現地との連携強化）
 ＳｉＣ適用ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ開発による短期間での機種拡充
 成長率の高い中・小型データセンター市場への参入

代理店網による販売/サービス体制の構築

 鉄道事業の拡大

 中大ＵＰＳの市場参入
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新製品創出/生産性追求モデル工場
・高付加価値コンポーネントの創出
・高生産性/コスト追求

自働化、生産技術・製造技術
コア技術の内製化

19

国内マザー拠点の強化／標準化・コストダウン

システム完結/速度追求モデル工場
・流れ化工場

技術～設計～調達～試験～立会出荷
受注から出荷までのﾜﾝﾊｳｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

・盤混流生産化

コンポーネント機種
～マザー拠点：鈴鹿工場～

【主な商品】

回転機インバータ 小容量電源サーボシステム

鉄道車両用電機品

【関連拠点】

（国内）発紘電機・富士FAサービス
（海外）タイ工場・無錫工場・上海電気JV・馬達大連工場

富士電機ｲﾝﾄﾞ社・富士電機ﾖｰﾛｯﾊﾟ社
富士電機ｱﾒﾘｶ社・富士Gemco社

 生産機種の再編・集約による合理化
 開発機能集約（パワエレテクニカルセンターとのシナジー抽出）

グローバル新製品の早期投入、内製化/標準化の加速
 インキュベーション機種の立上げ/黒字化

【関連拠点】

（国内）筑波工場・茨城富士
（海外）タイ工場・富士SMBE社・富士Gemco社

システム機種
～マザー拠点：神戸工場～

盤
無停電

電源装置
(ＵＰＳ）

パワーコンディショナ
（ＰＣＳ)

【主な商品】
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グローバル新製品の早期市場投入（ﾊﾟﾜｴﾚﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ設立）

 プラットフォーム開発による新製品の早期創出
 徹底的な標準化（部品種類数の半減）

20

デバイス要素技術

デバイス応用技術

共通技術
■ﾓｼﾞｭｰﾙ並列■ｹﾞｰﾄ駆動回路■冷却構造
■保護回路■ﾌﾞｽﾊﾞｰ構造

小容量
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

大容量
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

個別
主回路

中大UPS/PCS高圧INVシ
ス
テ
ム

低圧盤 産業ﾌﾟﾗﾝﾄINV

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

低圧INV

パワエレテクニカルセンター

小型電源

車載電源 サーボ

INV一体ﾓｰﾀ
高周波絶縁電源

ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｼﾞｮﾝ

誘導加熱電源

商
品
展
開

製
品
開
発

要
素
技
術
開
発
半
導
体

２０１６年８月 竣工予定
延べ床面積 ２万㎡超

2%

41%

59%

1%

28%

44%

10%

28%17%
28%

2015年 2018年 2020年

小容量電源

中大UPS/PCS

鉄道電機品

INV/ｻｰﾎﾞ

パワー半導体 ＳｉＣ/第7世代 適用率

パワー半導体2015年度 2018年度 2020年度

INV:インバータ
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2016年度 2017年度 2018年度

ｲﾝﾊﾞｰﾀ
ｻｰﾎﾞ

21

開発ロードマップ

2016年度 2017年度 2018年度

UPS

DC-UPS

小容量All-SiC- PF

大容量All-SiC- PF

第7世代IGBT- PF

★IP6X

★大容量INV

小容量SiCﾄﾚﾝﾁ- PF

N-ｻｰﾎﾞ

★ｻｰﾎﾞ

汎用INV★★汎用INV

2016年度 2017年度 2018年度

鉄道 高速鉄道プロパルジョン All-SiC -PF

高周波絶縁電源 All-SiC
★

★IGBT

Hybrid-SiC-PF

大容量電源 SiC- PF

ﾓｼﾞｭｰﾙ化

★ 300kVA

★750kVA

★1000kVA★600kVA 北米
★500kVA 日本

産業 SiC- PF

北米ｶｽﾀﾏｲｽﾞＩＴ SiC- PF

顧客別対応

中容量電源 SiC- PF ★100～200kVA
北米

 標準化プラットフォームによる早期開発・市場投入
 新デバイス（ＳｉＣ/第７世代）適用による差別化商材の投入

★250kVA

©2016 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.PF:プラットフォーム
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新規分野の拡大／モーション・ＦＡ事業

22

鉄鋼ﾌﾟﾗﾝﾄ

コンポーネント（ｻｰﾎﾞ/ｲﾝﾊﾞｰﾀ/回転機/ｺﾝﾄﾛｰﾗ/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ表示器）の
統合化によるモーション･ＦＡ事業の拡大

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ
表示器

低圧ｲﾝﾊﾞｰﾀ

モーション

小型回転機

組立工場 輸送 物流

Ｉ ｏ Ｔ

サーボシステム

コントローラ

電磁開閉器 配線用遮断器

モーション・ＦＡ
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新規分野の拡大／コンポーネントサービス事業

23

３６５日のサポート体制構築

技術相談 障害対応

・技術ｽﾀｯﾌ
開発・設計者

・障害対応
ｽﾀｯﾌ

OB活用

技術サービスセンターの設置

既存ｺｰﾙｾﾝﾀｰ

顧客/代理店

営業窓口への情報フィードバック

顧客サポート体制の強化

（例）印刷機

・業種別のデモ機を展示
・お客様との会話を商品開発に繋げる
・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ力・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ力を魅せる

業種別デモセンターの設置

顧客との関係強化（対話重視）

一次受付

©2016 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.
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器具
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地域 CAGR
（16-18年）

成長が期待できる分野

国内 101% ・ 老朽化設備のリニューアル
・ オリンピックを見据えた建設需要

海外

中国 100-102% ・ 自動化投資

アジア 104-105% ・ 発送電等のインフラプロジェクト
・ 工場/ ビル建設需要

韓国・
台湾

100-102% ・ 中国向けを中心としたプロジェクト

 国内： 成熟市場
 中国： 足元停滞、回復は17年度以降
 東南アジア： 不安定さがあるが、インフラ投資を中心に高成長
 韓国・台湾： 中国市況との連動性が高い

器具 市場動向

（CAGR・市場規模は各種予測機関算出値から当社想定）
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器具 重点施策

● ものつくりの徹底強化

・海外ロジスティック再構築による、納期サービスの改善

・IoT技術を活用した、モデル工場の構築

● 差別化商材の早期投入

・市場ニーズにマッチした製品開発

・シュナイダー社との共同開発の推進

● 売上の拡大

・特約店、二次店網の活性化

・受配電分野でのプレゼンス拡大
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中国と東南アジアに、ALC (Assemble & Logistic Center) 
を設立し、国内と同等の3日納期を達成する

ものつくりの徹底強化～海外ロジスティック再構築

ALC アジア

ALC 中国

ALC 吹上/ 大田原

大連工場

東南アジア

中国

＜開設予定＞

2016年度 ALC 中国

2017年度 ALC アジア

27

常熟工場
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売上の拡大～受配電分野でのプレゼンス拡大

 施主、ゼネコン、サブコン、コンサルへのアプローチ強化

 特長ある製品を活用して案件に食い込み、仕様書への‘富士電機’指定活動を強化

 特長のある製品を事業主・
施主・エンドユーザ攻略の
‘ドア・オープナー’として
アタックを強化

 盤内の低圧器具の獲得
（仕様書への‘富士電機’の
記載)まで、体系立てた攻略

事業主
施主
ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ

ｺﾝｻﾙ
設計事務所

ゼネコン
サブコン

盤メーカ

盤内の低圧器具

“ドア・オープナー”
（特高機器、ﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ、電力監視機器など)
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設備投資・研究開発

29
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設備投資・研究開発

 設備投資
・ パワエレテクニカルセンター設立

技術開発者結集による開発リードタイム短縮/技術シナジー抽出/顧客連携強化
・ 地産地消体制の拡充

 研究開発
・ 商品企画の抜本的見直し、プラットフォーム開発による開発迅速化/コストダウン

・パワエレテクニカルセンター（鈴鹿）
・米国・タイ工場 生産設備

・ＳｉＣ適用機器（鉄道、ＵＰＳ）
・モーション・サーボ機器
・直流電源システム（ＤＣ-ＵＰＳ）

設備投資額（億円） 研究開発費（億円）

30

増減

＋52

2016-2018年度
累計

2013-2015年度
累計

2016-2018年度
累計

2013-2015年度
累計

増減

+1255
307 320 321

※研究開発費をテーマに応じてセグメントに分類したもので、決算短信記載の数値とは異なります。
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１．本資料および本説明会に含まれる予想値および将来の見通しに関する記述・
言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいておりま
す。その判断や仮定に内在する不確実性および事業運営や内外の状況変化
により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社
は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので
はありません。

２．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する
ものではありません。

３．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。

注記


